
高等学校 外国語科（英語） 学習指導案 

指導者 井長  洋 

日  時 令和 6年 11 月 29 日（金） 第 2 限 10：35～11：25  

場  所 第１研修室 

学年・組 高等学校Ⅰ年５組 38人 

単  元 要点をまとめる 

Lesson 7  Serendipity  

Element English Communication I（啓林館）  

目  標 Serendipityについて書かれた文章を読んで概要や要点をまとめ、他者に伝えるこ

とができる。 

1. 文章を読み取り、まとめた概要や要点を話して伝えるために必要な語彙や表現を

理解している（知識及び技能） 

2. 読み取った文章の概要や要点を捉え、その内容を端的に伝える技能を身に付けて

いる。（知識及び技能） 

3. Serendipityについて書かれた文章の内容を端的に伝えるために、その文章の概

要や要点を捉え、相手にわかりやすい情報の質と量に配慮した上で話して伝えて

いる。（思考力・判断力・表現力等） 

4. Serendipityについて書かれた文章の内容を端的に伝えるために、その文章の概

要や要点を捉え、相手にわかりやすい情報の質と量に配慮した上で話して伝えよ

うとしている。（学びに向かう力、人間性等） 

 

指導計画（全７時間） 

 第一次 教科書本文の内容・言語材料の理解  ４時間 

第二次 教科書本文の内容・言語材料の定着  １時間 

第三次 教科書本文の概要・要点の把握・伝達  １時間（本時） 

 

授業について 

学習指導要領では「外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図を的確

に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝えあったりすることができる力を養う」こ

とが目標として挙げられている。これを「具体化」、「抽象化」という観点で考えると、「具体的に

書かれた大量の描写を抽象化してメッセージを読み解くことや、自分の周りの生活にあてはめて

みるという具体化」（細谷、2023）をする力を養うことであると言える。人間の知的能力は、「具

体」と「抽象」の相互作用によって発達してきた（細谷、2023）が、これまで学校教育や社会全般

における価値観は、知識量の多寡、つまり「具体」に重点が置かれていたと言える。学校は知識を

量的に増やす場であり、社会においては知識量がより多い人が優秀とみなされてきた。しかし現

代においては、具体的な知識量の部分はデータベースとしてのインターネット、SNS、AIが代替さ

れるようになった。今後は質的な部分、すなわち「具体」を「抽象化」し、その「抽象」を「具体

化」する力（さらにはそれを繰り返す力）を養うことがますます重要になると考えられる。 

本単元では、この「抽象化」と「具体化」を往き来する力を、英語コミュニケーションⅠの授業

の中でどのように養っていくかを提案したい。特に、英文を読んで、他者に伝えるために端的に

「まとめる」という活動を通して、「具体」を「抽象化」する力の育成を目指す。また、他者に伝

える際には、「抽象化」した内容を、自分の身の回りの生活にあてはめて「具体化」した上で伝え

ることにも留意させたい。 



 

題  目 「まとめる」力の育成を目指して －抽象化と具体化の往来を意識して－ 

 

本時の目標 

 1. 読み取った文章の概要や要点を捉えている。（知識及び技能） 

2. 相手にわかりやすい情報の質と量に配慮した上で話して伝えている。（思考力・判断力・表

現力等） 

 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. Serendipity について書かれた文章の内容を端的に伝えるために、相手にわかりやすい情

報の質と量に配慮した上で話して伝えている。（思考力・判断力・表現力等／Role-playス

クリプト原稿・パフォーマンステスト（後日）） 

 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

○ Warm-up  複数の文の共通点を考え、抽象

化した 1文を考える 

 抽象化における基本的な考え方

をおさえる 

 

○ Role-play準備 

 

 

 留学中にホストファミリーに

英文の内容を端的に伝えるた

めの英文を考える 

 各 Sceneを 1文の英語でまとめ

る。 

 考えた英文を全体で共有する 

 相手に伝わりやすい英文にする

ため、「抽象」と「具体」の度合

いをどの程度にするかを考えさ

せる 

 

○ Role-play練習  Role-playに向けて各自で練習

する 

 原稿を見なくても言えるよう、

何度も音読させる 

 

○ Role-play 

 

 

 考えた英文を使い、日本人学生

とホストファミリー役に分か

れてロールプレイを行う 

 ホストファミリー役の生徒は、

わかりにくい部分を質問するよ

う促す 

 

○ まとめ  単元のまとめを行う  時間があれば、何組かのペアに

発表させる 

 

備考 

 

細谷 功 （2023） 『13歳から鍛える具体と抽象』 東海経済新報社 

 

 



Macro-rule Practice



1.

Being a teacher is (  hard / not easy  ).

Teachers often spend many hours at 
school, even on weekends.

There are usually a lot of tasks that need 
to be done or solved.

So teachers do not have much free time 
during the day.

They often have to work late at home, too.



2.

Mr. Tanaka works for a Japanese company.

Last week, his boss told him to go to Boston 
and show customers his company’s new 
product.

He spent five days there and returned to 
Japan yesterday. 

You can say,“Mr. Tanaka

(  went to Boston on a business trip ).



3.

Today, I’d like to talk about

(  how to get along with your wife  ).

First, be patient. Do not get angry whatever you 
are told.

Second, apologize first. Say sorry even if it is 
not your fault.

Third, overly express your feelings. You should 
never forget to say “thank you” especially when 
something is given to you or done for you. 



Retelling 



Role-Play

You are a student studying abroad. You 
are staying with a local family. 

You are going to tell your host father 
about the passage of serendipity.



Father: How was the class today?

You: In an English class, I read a passage 

about serendipity.

Father: What’s “serendipity?”

You: It’s ( the ability to make unexpected 

discovery by accident / an unexpected 

discovery by chance ).

Janken: Winners→Ask, Losers→Answer



Father: I see. What does the passage say about 
it?

You: (                                                            )

Summarize each scene in one sentence



Work in groups.

前

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ Put your desks together.



Scene 1   Topic:

The origin of the word 
“serendipity”



Scene 1   Main idea:

The word “serendipity”

comes from / derives from

an old Persian tale, “The Three 
Princes of Serendip.”



Scene 2  Topic:

How self-sticky notes were 
invented



Scene 2 Main idea :

Self-sticky notes were invented 

by using imperfect / defective 
adhesive

while Art Fry was making 
bookmarks for his choir book.



Scene 3  Topic:

How penicillin was discovered



Scene 3 Main idea :

Penicillin was discovered by 
Alexander Fleming when a bit of 
mold accidentally fell in a culture 
dish.



Scene 4  Topic:

How to catch serendipity



Scene 4 Main idea :

To catch serendipity, you need to 
have prepared minds and keep 
thinking.



Scene 2&3

まとめて１文で言えませんかね？



Scene 2&3

Great innovations, such as self-sticky 
notes or penicillin, have come to us as 
a result of serendipity.



Father: Great. What do you think you have 
learned from the passage?

You: Well, 
( )
↑Think of an answer by yourself.

Father: Good. So you have learned  
( ).

↑Think of an answer by yourself.



Role-Play

Janken: Winners→Fathers Losers→students

Host father: （必要に応じて以下の質問や応答をする）

• What did he do? / Why did he do that? 
• How did he do that? / Please tell me more. 
• What is “…” ? /
• I see. / Ah-ha. / Interesting! / Great. 
• I don’t understand. / Pardon?
• Say it again, please. /  



ロイロノートで対話を動画で撮影し、提出します

前

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

グループ内で

①前側の2人が演じる

②後ろ側の2人のうち1人が撮影して提出

③後ろ側の2人が演じる

④前側の2人のうち1人が撮影して提出

※6人班は適宜順番を変えて行う



ELEMENT English Communication I  Lesson 7  Handout_4 

Ⅰ年（ ）組（ ）番 名前（            ） 

 Retelling  

◆Role-Play◆ 

You are going to tell your host father about the passage of serendipity. 

➢ You: In an English class, I read a passage about serendipity. 

 

➢ Host father:  What’s “serendipity?” 

 

➢ You: It’s (                                                                         ). 

 

➢ Host father: I see. What does the passage say about it? 

 

➢ You: 

Scene 1 (Topic:                                  ) 

 

 

 

Scene 2 (Topic:                                  ) 

 

 

 

Scene 3 (Topic:                                  ) 

 

 

 

Scene 4 (Topic:                                  ) 

 

 

 

Host father: （必要に応じて以下の質問や応答をする） 

What did he do? / Why did he do that? / How did he do that? / Please tell me more. / What is “…” ? / 

I see. / Ah-ha. / Interesting! / Great. / I don’t understand. / Pardon? / Say it again, please. /   

 

➢ Host father:  Great. What do you think you have learned from the passage? 

 

➢ You:  

Well,  

 

 

➢ Host father:  Good. So you have learned                                               . 



実践上の留意点 

 

１． 授業説明 

人間の知的能力は、「具体」と「抽象」の相互作用によって発達してきたと言われるが、これまで

学校教育や社会全般における価値観は、知識量の多寡、つまり「具体」に重点が置かれていた。しか

し現代においては、具体的な知識量の部分はデータベースとしてのインターネット、SNS、AIに代替

されるようになり、今後は質的な部分、すなわち「具体」を「抽象化」し、その「抽象」を「具体化」

する力（さらにはそれを繰り返す力）を養うことがますます重要になると考えられる。本単元では、

この「抽象化」と「具体化」を往き来する力を、英語コミュニケーションⅠの授業の中でどのように

養っていくかを提案した。特に、英文を読んで、他者に伝えるために端的に「まとめる」という活動

を通して、「具体」を「抽象化」する力の育成を目指して授業を行った。 

Warm-upでは、1パラグラフから成る英文を読み、まとめとなる文を完成させる活動を行った。ま

とめる際には「①Deletion（削除）：重要な情報を残し、そうでないものを削除する」、「②Generalization

（一般化）：具体的な情報を、抽象化した情報に言い換える」、「③Construction（構成）：一連のつなが

りを持つ情報をまとめて言い換える」というマクロルールを意識するよう指導した。 

次に Role-play として「留学中にホストファミリーに授業で読んだ英文の内容を端的に伝える」と

いう場面を設定し、それに向けて教科書本文の各 Sceneを 1文の英語でまとめる活動を行った。教科

書本文は「偶然によるひらめきや発明・発見」を意味する “Serendipity” について書かれたもので、4

つの Sceneで構成されている。生徒たちは前時までに教科書本文の内容理解を一通り終えていた。ま

とめる際には、英語が不得意な生徒もいることを考慮し、グループで協力して 1つの文を作成させる

ことにした。まとめる時間は 5分間とした。グループでの英文作成や全体での共有は「ロイロノート」

という授業支援システムを用い、共有ノートの機能を用いてリアルタイムで作成状況を把握できるよ

うにした。まとめた 1文は全体で共有し、うまくまとめていた点や、修正すべき点などを確認した。

このあと、Role-play練習、および Role-playを実施する予定であったが、授業時間が足りず実施するこ

とができなかった。 

 

２． 研究協議より 

研究協議では、以下に示す質問をいただき、授業者なりの考えをお話しさせていただいた。 

 各 Sceneをまとめる時間を 5分と設定していたが、その時間に設定した理由は何か 

→前のレッスンで同様の活動を行った際、どのグループも 5分程度でまとめることができていた

ため、そのように設定した。 

 授業前の休憩時間に単語クイズを行っていたが、常に授業時間外で行っているか。 

→通常の授業では 50分の授業時間の中で行っている。 

 貴校では英作文でどのような指導を行っているか 

→「論理・表現」の授業を中心に、1年次は語彙・文法といった知識の定着、2年次は一貫性・結

束性の指導、3年次は論理性の指導を行って、3年間を通じた段階的な指導を行っている。指導に

おいては AIを活用し、言語の形式面を AIによる指導、内容面を教師による指導といった形で、

AIと人間の教師が相互補完を図る形で指導を行っている。 


